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［株式市場］SENSEX指数の推移 
（2016年1月1日～2017年2月3日） 

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移 
（2016年1月1日～2017年2月3日） 

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移 
（2016年1月1日～2017年2月3日） 

［株式市場］ 

［債券市場］ 

［為替市場］ 

2月1日発表の2017/18年度予算案で、懸念されていた株式の
長期キャピタルゲイン課税の強化が盛り込まれなかったこと
や、景気刺激策が意識された内容となったことなどを好感して、
買いが優勢となりました。 

2017/18年度予算案で、新年度の財政赤字の削減目標が若干
緩和されたものの、中期では財政規律を維持する方針が示され
たことから、インド債券市場は小動きとなりました。 

2017/18年度予算案の発表を受けて、資本市場への資金流入
が期待出来るとの見方からルピーを買う動きが強まり、ルピー
は対米ドルで上昇しました。一方、円も対米ドルで上昇したこと
から、対円では小幅下落となりました。 

（対象期間：2017/1/30～2/3） 

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。 

2017/1/27 2017/2/3 変化率 

 27,882.46   28,240.52  +1.28% 

2017/1/27 2017/2/3 変化幅 

 6.402  6.409 +0.007 

2017/1/27 2017/2/3 変化率 

 1.691  1.681 -0.59% 


